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高校中退の指示的予防を通した社会的自立の支援
―中退のセーフティネットを目的とした外部機関との連携―
Support for Social Independence through Indicated 
Prevention for High School Dropout: 















































関するものに集中しており（たとえば深谷・丸山、2010；Freeman et al.、 2015; 小栗、



























　16歳の男子高校生 Aの事例である。本事例は Aが B高校夜間定時制課程に入学してか





























　筆頭著者は X年度より B高校に SCとして関わり始めた。SCの勤務は週 1日（1日 5
時間50分、年間45日）である。Aが B高校を休み始めた当初から本人面接やアセスメン
トを担当した。
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深谷佳子・丸山広人（2010）．教育困難校におけるグループ・ワークに関するアクションリサーチ :
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